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※目標達成状況 「達成」 ：目標達成率 100％以上  「概ね達成」：目標達成率 80%以上 100％未満   「未達成」 ：目標達成率 80％未満 
※目標達成率 ＝ （H29末値 - H26末値）／（H29目標値 - H26末値）×100 
※※片道運行間隔２０分以内の鉄道駅を中心とする半径１ｋｍ圏内、片道運行間隔２０分以内のモノレール駅を中心とする半径 500ｍ圏内 

運行間隔１５分以内のバス路線から沿線３００ｍ圏内 

１ 評価結果 

客観指標（詳細は別添「行政活動実績評価シート」参照） 

 ・全６指標中、目標達成・概ね達成あわせ４指標（うち達成３、概ね達成１）未達成２指標となった。 

  ⇒市の取組みは、全体として進捗が見られたものの、必ずしも順調ではなかった。 

 

 

 

２ 分析・考察 

・客観指標の未達成項目を中心に分析・考察を行い、課題を導出する。 

（１）計画的な土地利用の推進、良好な都市景観の形成 

（ア）関連する指標・事業・その他の状況 

①関連する客観指標 

・「市街化区域のうち公共交通の利便性が高い区域に居住する人口の割合」 

：77.5%（目標：78.0%） [概ね達成] 

・「地区計画の策定数」：57地区（目標：57地区）[達成] 

・「良好な景観形成の推進を図る地区数」：1地区（目標：3地区）[未達成] 

景観形成地区の指定については、協議中の２地区（中央公園プロムナード沿道地区、幕張ベ

イタウン地区）において計画期間内での地区指定に至らなかった。また、広告物景観形成地

区の指定については、Ｈ２７に制度を創設し、第１号の指定に向けて現在１地区（幕張新都

心中心地区）で協議中（図表１）。いずれも、地区内における利害関係者間の調整に時間を要

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策 Ｎｏ 指標名 単位 H26末値 H29目標値 H29末値 目標達成状況※

96
市街化区域のうち公共交通の利便性が高い区

域に居住する人口の割合
％ 75.0 78.0 77.5 概ね達成

97 地区計画の策定数 地区 49 57 57 達成

良好な都市景観の形成 98 良好な景観形成の推進を図る地区数 地区 1 3 1 未達成

101 耐震性のある住宅の割合 ％ 85.9 90.0 86.8 未達成

102 下水道処理人口普及率 ％ 97.2 97.3 97.3 達成

103
長寿命化修繕計画に位置付けられる橋梁補修

の実施の割合
％ 37.0 56.0 57.6 達成

計画的な土地利用
の推進

住宅・住環境の充実

生活基盤の充実

【図表１】 良好な景観の形成を図る地区数 

（出典）都市計画課調べ 

・中央公園プロムナード沿道地区 

・幕張ベイタウン地区 

・幕張新都心若葉住宅地区 

・幕張新都心中心地区 

※※ 
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②関連する事業 

    （計画事業） 

・「都市計画マスタープラン策定」：策定（目標：策定）[達成] 

・「公開講座の開催」：9回（目標：12 回） 

・「まちづくりアドバイザー派遣」：57回（目標：45 回）[達成] 

・「活動支援」：3回（目標：4 団体） 

・「景観形成推進地区の指定」：1地区（目標：2 地区） 

 

（イ）考察 

    ・まちづくりへの市民の参画という観点で、地区計画策定では目標達成、景観形成推進地区等

の指定では未達成となった。いずれも対象地区内の合意形成に時間を要するため、実施計画

期間を超えたスケジュールを視野に、進捗状況を見ていくことが必要。 

 

（２）住宅・住環境の充実 

（ア）関連する指標・事業・その他の状況 

①関連する客観指標 

・「耐震性のある住宅の割合」：86.8％(目標：90.0％) [未達成] 

 

②関連する事業 

   （計画事業） 

〇「耐震診断・耐震改修の助成」 

・耐震診断  木造住宅：538戸（目標：616 戸） 

分譲マンション：1,060戸（目標：823 戸）[達成] 

・耐震改修  木造住宅：361戸（目標：422 戸） 

分譲マンション：設計 257戸、工事 123戸（目標：設計 319 戸、工事 156 戸） 

木造戸建住宅の申請件数が減少傾向にある（耐震診断 H27：20 件、    

H28：14件、H29：8件）。また分譲マンションについては、耐震診断のみ目標

を達成し、改修については未達成となっている。 

 

   （関連計画事業として） 

〇「市営住宅の整備（市営住宅の建替え）」 

・桜木町団地：完了（目標：完了）[達成] 

・宮野木町第２団地：完了（目標：完了）[達成] 

・小倉台団地 ：建築・設備工事（目標：建築・設備工事）[達成] 

・園生町第２団地：-（目標：実施設計） 

 長寿命化・再整備計画の見直しと併せて、園生町第２団地の着手を先送りとした。 
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〇「地域再生支援」 

・マンション管理組合等への助成：計画策定 0件（目標：第１期工事 1 件） 

補助対象として想定していた管理組合が、本支援制度を活用しないで建替えを実施できる

見通しとなったため。 

〇「高齢者等への住居支援」 

・サービス付き高齢者向け住宅供給の促進：52件（目標：52 件）［達成］ 

 

③その他の状況 

近隣都市と比較して、Ｓ５５年以前の旧耐震基準の下で建築された住宅の割合が高い（図

表２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・H27 年度に分譲マンション管理組合アンケートを実施した結果、耐震診断・耐震改修助成事

業を知っていたのは約４割にとどまった（図表３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表３】 耐震診断・改修助成認知度 

（出典）住宅政策課資料調べ 

【図表２】 耐震化率の割合 

（出典）住宅政策課調べ 
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（イ）考察 

・耐震診断・耐震改修助成について、マンションの耐震診断のみが目標を達成した。マンショ

ンの耐震改修には住民の合意形成に時間を要することが背景にあると考えられる。また、助

成事業の認知度が約４割程度であることも影響していると考えられる。 

・あわせて、木造戸建住宅の耐震診断助成件数が減少傾向にあり、築年数の経過に伴う居住者

の高齢化などが背景として考えられる。 

・より利用しやすい助成制度に向けた検討が必要。 

 

（３）生活基盤の充実 

（ア）関連する指標・事業・その他の状況 

①関連する客観指標 

・「下水道処理人口普及率」：97.3％(目標：97.3％)[達成] 

・「長寿命化修繕計画に位置付けられる橋梁補修の実施の割合」：57.6％(目標：56.0％)[達成] 

②関連する事業 

  （計画事業） 

〇「汚水管渠の整備」 

・汚水管渠の整備 ：整備面積（累計）12,281 ha（目標：12,282ha） 

〇「老朽化下水道施設の改築・更新」 

・管渠：37.1km（目標：32.7km）[達成] 

・処理場（機械・電気設備）：2か所（目標：2 か所）[達成] 

・ポンプ場（機械・電気設備）：12か所（目標：10 か所）[達成] 

〇「下水道施設の適正な維持管理（施設の点検・補修）」 

・カメラ調査・点検：328km（目標：600km） 

計画策定時よりカメラ調査の必要箇所が増大し、巡視点検の延長が減ったことによる。 

・人孔蓋更新：449か所（目標：420 か所）[達成] 

・草野水のみち護岸改良：240m（目標：450m） 

浸水対策事業を優先としたことによる。 

〇「下水道施設の耐震化」 

・管渠の耐震化：54.8km（目標：49.2km）[達成] 

・処理場の耐震化：58か所（目標：2 か所）[達成] 

・ポンプ場の耐震化 ：工事 3か所（目標：1 か所(減災工事)）[達成] 

〇「道路施設の長寿命化」 

・橋梁の補修：194（目標：200 橋） 

・横断歩道橋の補修：26橋（目標：33 橋） 

〇「橋梁の耐震化」 

・耐震補強：134橋（目標：127 橋）[達成] 
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（イ）考察 

・生活環境の質の向上に向けて、道路や上下水道等の都市インフラ整備・維持管理を計画的に

推進した。引き続き、予防型保全による長寿命化やライフサイクルコストの低減を図ること

が必要。 

 

 

 

 

 

 


